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就任のごあいさつ

このたび、福岡県生活衛生営業指導センター専務理事を拝命いたしました
杉元美智代でございます。歴史ある本センターにおいて、初の女性専務理事と
して新たな一歩を踏み出すことに、身の引き締まる思いと深い責任を感じてお
ります。

私たち生活衛生業界は、地域の安心・安全を支える大切な役割を担っています。その使命を果たすため
には、皆さま一人ひとりの力が欠かせません。今後は、現場の声に耳を傾け、業界の魅力や価値を広く発
信しながら、指導センター及び組合活動のさらなる活性化に努めてまいります。
また、竹野理事⾧のもと、生活衛生業界の未来を見据えた力強い運営が進められております。私は専務
理事として、その歩みに寄り添い、理事⾧をしっかりと支え
ながら、生活衛生業界の信頼と団結を高めていく所存です。
理事⾧のリーダーシップのもと、組合がより開かれた、温
かみのある組織として発展していけるよう、微力ながら尽力
いたします。これまで培ってきた経験と、皆さまとのつなが
りを大切にしながら、生活衛生業界のさらなる飛躍に向けて、
誠心誠意取り組んでまいります。どうぞよろしくお願い申し
上げます。

このたび、食鳥肉販売業生活衛生同業組合の理事⾧という重責を拝命いた
しました中垣誠でございます。歴代の理事⾧の皆様が築いてこられた⾧年の
ご尽力とご功績に深く敬意を表しますとともに、組合員の皆様の信任をいただ

きましたことに、心より感謝申し上げます。
今日、私たちの業界は、消費者ニーズの多様化や衛生管理の高度化、さらには人手不足や原材料価格
の高騰といった数多くの課題に直面しております。こうした中にあって、安心・安全で高品質な食鳥肉
を安定的に供給することは、社会的責任であると同時に、業界の信頼を守るためにも欠かせない使命で
あると強く感じております。
今後は、組合員の皆様との連携を一層強め、衛生管理の更なる徹底、後継者育成への取り組み、業界
全体の地位向上と持続可能な発展を目指して邁進してまいります。また、行政機関や関係団体との協力
も深め、地域社会に貢献できる組合活動を推進してまいります。
未熟な点も多々ございますが、皆様のお力添えを賜りながら、責任を果たしてまいる所存です。どう
か今後とも、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

竹野理事⾧とともに服部知事に就任のご挨拶を行いました。



   福岡県には１４の生活衛生同業組合があり、衛生水準の向上と組合員の経営安定のために、
  様々な活動を行っています。その活動の一端を紹介します。

令和７年６月３日、４日、福岡市にて「全国料理業福岡大会」
を開催しました。本大会は、全国各地の料理業生活衛生同業組
合関係者が一堂に会し、業界の現状と未来を語り合う貴重な機
会となりました。
会場には、全国２６都府県の代表者ら約１３０名が集い、開

会式では福岡県知事をはじめとする来賓のご挨拶があり、生活
衛生業界の社会的意義と地域貢献の重要性が改めて強調されま
した。
懇親会では、世代や地域を超えた交流が生まれ、参加者同士

の意見交換が活発に行われました。そして、福岡の味と技を堪
能するひとときとなりました。
料理を通じて地域の魅力を伝えるという業界の使命を、参加

者全員が再認識する場となり、全国の料理業者の絆が一層深まり
ました。

始まりは３０年前、九州を“世界一コーヒーが美味しい島”にしたい
との熱い願いを込めて九州の組合店が掲げた「コーヒーアイランド九州」
というキャッチフレーズからです。
今年は博多阪急とのコラボ企画として８月２７日から９月１日まで

アジアとの文化交流をテーマに開催。博多は古くからアジア文化との
交差点。今回のフェスでは、韓国・台湾・タイ・インドなどのコーヒー
店が参加し、アジアの香りを楽しんでいただきました。
ご来場の皆さまには、アジア各国のコーヒー飲み比べ、バリスタとの

交流やラテアート体験など様々な催しに対しご好評をいただきました。
今後は、組合店同士の交流をさらに深めるとともに、アジアの店舗と

の絆を築きながら「九州アジアコーヒー文化圏」の形成を目指します。
香りと人をつなぐこの取り組みが地域の未来を照らす灯となることを

願っています。



本年度の推進月間に係る行動計画は、各組合の理事⾧御出席のもと、令和７年１０月２９日（水）、
博多サンヒルズホテルで開催される推進会議において決定される予定です。

推進会議の開催にあたり、去る8月27日（水）事務局会議を開催し、本年度の推進月間事業にどのよ
うに取り組んでいくのか、その方針について協議を行いました。

現在、生衛法の制定後６５余年が経過する中で、法の趣旨や組合設立の意義等に対する組合員の意識
の希薄化や、組織基盤の脆弱化が進んできております。

このような状況を踏まえ、今後とも、推進月間事業を通じて、「生衛組合の活動意義や地域で果たし
ている役割の再確認」、「組合への新規加入を促進した組合活動の基盤強化」等の推進を図っていく必
要があります。

そこで今回は、これらの目標を達成するために、特に重要と考えられる２つの事業について、当セン
ターの取組状況を紹介します。

組合員の加入促進対策事業
当センターでは、毎年、行政から入手した新規開業店舗情報を基に組合への加入勧奨対象店舗を整理

しており、本年度は、約3,300店舗にダイレクトメールを送付することとしています。
この名簿は各組合と共有しており、各組合ではダイレクトメール後に、電話や訪問による直接的な加

入勧奨(フォローアップ)を、可能な範囲で行っていただくことにより、加入勧奨の効果を高めていると
ころです。
特に、フォローアップにあたっては、地域で活動する組合員の方々が、近くで新規開業されたお店へ

出向かれることの効果は大きいと考えられますので、ぜひお力を貸していただきますよう、よろしくお
願いします。

若手・後継者人材育成事業
組合員の意識の希薄化等が懸念される現状をふまえ、生衛法の趣旨や組合活動の意義と役割等につい

て、改めて、理解を深めていただくため、昨年度から組合員向けの人材育成研修を実施しているところ
です。
本年度も継続して実施していきますので、各組合から案内があった際は、積極的に御参加いただきま

すようお願いします。
対象としては、組合本部の役員だけでなく、地域で活躍されている支部役員の方や若手組合員等幅広

い方々に参加していただきたいと考えております。
今後とも、継続的に人材育成研修を実施することにより、本研修を定着させ、地域（支部）活動の活

性化を図るとともに、若手人材の育成に寄与していきたいと考えておりますので、御理解・御協力方よ
ろしくお願いいたします。

８月２７日に開催された事務局会議

１１月は生衛組合活動推進月間です



今後の主な予定

全国社交飲食業福岡大会 １０月２７日（月） 福岡国際会議場

経営特別相談員研修会 １１月１０日（月） 生活衛生食品会館５階 １３：３０～

昨年度の研修会

税務研修会 １１月１７日（月） １４：００～

新春交流会 １月２６日（月） オリエンタルホテル福岡

昨年度の新春交流会

ホテルニュープラザ久留米

主な研修テーマ
・生衛業における労働問題（労働時間、労災等）
・生活衛生改善貸付（衛経）推薦上の留意点

年１回の研修会です。
相談員の方はご参加よろしくお願いします。

「女子ゴールボール」ロンドンパラリンピック金メダルメンバー
浦田理恵氏による講演も予定しています。

笑顔あふれる語らいの場です。
新たな一年のスタートを、仲間との絆を深める温かな時間で
彩りましょう。

（これまでの会場から変わります。）


